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木づかいで森もまちも幸せに
～ 昭和47年7月災害から50年の今、森と山を想う ～

豊田市矢作川研究所 主任研究員 洲崎燈子

愛知県に未曽有の土砂災害・水害をもたらしたいわゆる47災（昭和47年7月豪雨）
から今年でちょうど50年となります。この災害の記憶はかなり忘れかけられていま
すが、これは愛知の豊田市（藤岡・小原地区）だけでなく全国的に猛威をふるった
広域災害でもあり、山間地で多くの被害があったことから始めて「警戒避難体制」
の重要性が提唱された災害でもあります。あれから50年経った今、山間地の森は
果たして健全な状態になっているのでしょうか？
現在矢作川流域圏の山間地で行われている様々な取組み、「森の健康診断」や矢作
川流域圏懇談会担い手づくり調査で発掘された先進的な事例などを中心に、改めて
山（山間地）や森の問題について考えてみたいと思います。森が健全であることの
意義・重要性は都市も無関係ではありません。自分ごととして捉えてみませんか？

洲崎燈子氏 プロフィール
東京都生まれ、早稲田大学 人間科学部を経て同大学院修了後

に1998年 豊田市矢作川研究所勤務、現在に至る。専攻は植物
生態学・博士（理学）。矢作川流域の植生の現状と成立過程、
その望ましい管理手法等の調査・研究に従事している。2005年
に始まった市民参加型の人工林調査 「森の健康診断」 の構築と
運営にも携わってきた。2010年に始まった矢作川流域圏懇談会
・山部会（蔵治光一郎座長、事務局 豊橋河川事務所）では重要
な役割を担い、なくてはならない存在となっている。

【講演内容】

１．昭和47年7月豪雨災害（1972年）

被害状況
人工林と土砂災害

2．矢作川流域の森林再生をめざして
(財) 矢作川水源基金（1978～）

豊田市水道水源保全基金（1994～）

矢作川 森の健康診断（2005～2014）

３．矢作川流域圏懇談会（2010～）

山部会の取組
山村、流域圏担い手づくり事例集（2013～）

４．学童保育施設木造化プロジェクト
森と子ども未来会議について（2017～）

まちと森を繋いだプロジェクトのあらまし
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矢作川流域圏懇談会 全体会議 座長；辻本哲郎
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矢作川流域圏懇談会、流域圏担い手づくり事例集

学童保育木造化プロジェクト、森と子ども未来会議
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